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　2007－2008年度国際ロータリー第2840地区ガバナーを拝命致しました、沼田ロータリークラ
ブより出向致します、横山公一です。新年度のスタートに当たり、一言ご挨拶をさせて頂きます。�
　国際ロータリー、ウィルフルＪ・ウィルキンソン会長は、本年のテーマに「ROTARY SHARES」「ロ
ータリーは分かちあいの心」を揚げました。思いやる気持ちがロータリーに分かちあいの心をもた
らし、ニーズを知ればこそロータリーは分かちあい、「超我の奉仕」を実践すればこそロータリー
に分かちあいの心が生まれるのです。�
　ロータリーに於ける分かちあいとは、自分自身に不要になったものを施すことではありません。
分かちあいとは、人のために我を忘れて自らを捧げることです。皆様一人ひとりにロータリーと
分かちあえるものは何かを考えて頂きたいと思います。�
そして、ステファンブルの次の言葉を胸に刻んで下さい。�
「この人生はたった一度限りの旅だと思うから、私に出来る良いこと、私が友にしてあげられる
親切なるどんなことでも今させて下さい。再び引き返してくることがないのなら、先延ばしをした
りなおざりにしたくないのです。朋友の皆さん、訪れる機会は一度限りのものです。この一年間、
クラブと地域とに愛を分かちあうチャンスです。」�
と我々に訴えかけております。我 も々それに応えていこうではありませんか。�
そして国際ロータリーが言うところの地区とは、国際ロータリーの管理の便宣上結びつけられた
一群のロータリー・クラブの所在する地理的地域のことです。ロータリー地区の活動並びにその
組織は、個々のロータリー・クラブがロータリーの網領を推進するのを助けることを唯一の目的と
するものであり、地元レベルに於いてロータリー・クラブや個々のロータリアンが提供する様々な
奉仕を減殺することがあってはならないと、ロータリー章典17、010、1に謳ってあります。そこで
本年、地区の目標は「ロータリー理念『奉仕の理想』の鼓吹・育成に努め、会員及び組織の向
上を図りましょう」「会員・クラブ・地区・国際ロータリーすべての段階に於けるロータリー情報を
共有しましょう」と致しました。�
　クラブは国際ロータリーと対等な立場にあり、自主独立の主権を持った組織体であります。そ
のクラブが発展し、活性化するために地区は出来る限りのお手伝いをさせて頂く所存です。�
また前任の津久井ガバナーに於かれましては、任期中にＤＬＰを地区に根づかせると共に、大
変なご活躍に対し深甚なる敬意と感謝を申し上げます。尚、ロータリー発展のために一層のご
支援を賜りますよう、お願い申し上げます。�
新年度のスタートに当たり、ご挨拶とさせて頂きます。�

国際ロータリー第2840地区�
2007－2008年度�
ガバナー　横山　公一�



3

　ロータリアンというのは、実に豊かな多様性に満ちた人々の集
まりです。さまざまな国でさまざまな言語を話す私たちは、信仰も
政治的見解も、ひいては哲学的な信念をも異にしています。120
万人の会員の間に共通する一本の強力な糸が存在するとすれ
ば、それは「分かち合い」という名の精神でできた糸です。ロータ
リアンは、広大な範囲の人道的、社会的問題に挑むプロジェクト
を効果的に遂行するために、自らの時間や才能、専門知識、資金を分かち合っています。また、
思いやりと熱意を分かち合い、恵まれない人 を々助け、より良い世界を築こうという決意を分か
ち合っています。さらには、ロータリーを世界第一級の奉仕団体へと発展させた比類なき奉仕
への情熱を分かち合っているのです。�
　この基本的とも言える寛大な精神を2007-08年度のテーマに反映したく、私は「ロータリーは
分かちあいの心」というテーマを選びました。このテーマが、次年度、すべてのロータリアンにと
って誇りの原点となり、また、私たちの活動の原動力となってくれることを願います。�
分かち合いと言うと、大勢による偉業を推進することを連想されるかもしれませんが、それは同
時に一個人による行為であり、個人的な選択でもあります。私たちの一人ひとりがどれだけの
時間とエネルギーをロータリーに捧げるかを決めるわけですが、その決意がやがては、各クラブ
が地元や海外の地域社会とどれだけ分かち合うことができるかを決定づけるのです。ですから、
私は皆さんにお願いしたいのです。どうか、これまで以上にロータリーと個人的にかかわり、奉
仕プロジェクトと会員増強の両面から積極的に参加してください。�
　私の呼びかける個人的な関与にはロータリー家族の皆さんからの参加も含まれていますが、
この「ロータリー家族」は私が継続したいと望むもう一つの強調事項です。ロータリアンとその
家族だけでなく、ローターアクター、インターアクター、青少年交換学生、ロータリアンの遺族の方々、
そしてロータリーの目標と理念の推進に向けて私たちと協同で活動してくださる方 も々皆、この
ファミリーの一員です。ロータリー家族が一体となれば、私たちは奉仕と親睦の理念を世代を超
えて伝えながら、ロータリーのプログラムを世界中に広めていくことができるのです。�
　継続性はロータリーの成功には欠かせない要素ですから、保健、識字率向上、水保全が引
き続き次年度の奉仕の焦点となります。これは、多くのクラブにとっては、地元や海外の地域
社会において今後もプロジェクトで成果を上げていくことを意味します。一方、新しいプロジェク
トの立ち上げを考えているクラブに私がお願いしたいのは、独自の創造性を駆使して、新しい
アプローチを用いていただきたいということです。例えば、水の浄化、読み書きの教育、家々へ
の安全なエネルギー源の供給などに、いかにして新技術を用いることができるかを検討してみ
てください。そして、こういった画期的な解決策を、実り多いプロジェクトのアイデアを模索して
いる他のロータリー・クラブと分かち合っていただきたいのです。�
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　2007-08年度の計画を立てる際に、もう一つクラブに奨励したいのは、国連ミレニアム開発目
標、中でも特にサハラ砂漠以南のアフリカ諸国の「ミレニアム・ビレッジ」プロジェクトへの参加で
す。これらのビレッジは、ロータリー地域社会共同隊（RCC）と同様、極貧状態にある地域社会
が自助自立を目指すのを支援するボトムアップのアプローチ、つまりは下意上達の形を採って
います。この重要な目標を支援するために、ロータリー地域社会共同隊を通じて私たちが学び、
蓄えた自助自立推進に関する知識を分かち合おうではありませんか。�
　2007-08年度のテーマには、二つの意味があります。一つは、ロータリーは分かちあうというこ
と、もう一つは、私たち皆がロータリーを分かちあうということです。私がロータリアンになってから
最初の30年間、ロータリーはたゆみない発展を遂げました。しかし、その間ただ一人として新会
員を入会させたことのなかった私は、その発展に全く貢献していなかったのです。ロータリーの
加盟クラブの数が減り始めたときにはじめて、自分が心から大切に思ってきた組織はもはや放
っておいてはひとりでに発展し続けることはできないのだと、突然、気づきました。自分が、そし
てすべてのロータリアンが、新会員を連れてくる責務を分かち合わなければならないのだと、そ
のとき理解したのです。そして私は初めてその責務を果たしました。�
　次年度、私は皆さん一人ひとりに、それぞれの役割を果たし、地元地域社会の事業や専門
職務のリーダーの方 と々ロータリーを分かち合ってくださるようお願いすることになります。2007-
08年度、理事、研修リーダー、会員組織コーディネーター、地区ガバナー、クラブ会長からなる私
のリーダーシップ・チームの全ロータリアンに、少なくとも1名の新会員を入会させていただくとい
う目標を設定しました。元RI会長にもこの目標への支援をお願いしています。これに加えて、新
会員をもたらしたすべてのロータリアンを表彰する計画も準備しました。ともにロータリーの発展
に対する責務を分かち合い、すべてのクラブをより充実した存続力あふれる存在にしていきま
しょう。�
　ダイナミックなプロジェクトのアイデアを立案したり、他の会員を行動へと駆り立てたりする献
身的なロータリアンが、すべてのクラブの支柱的存在となることは明白ですが、そのような人物
の数は決して多くありません。しかし、私たちが自ら進んで関与することを決意し、その重要な
最初の一歩を歩み出すなら、そしてただ一言、「はい」と肯定的な返答をすることができたなら、
誰もがこのようなロータリアンになれると私は信じています。�
はい、そのプロジェクトを率先して行います。�
はい、新会員を連れてきます。�
はい、クラブをさらに充実させるために、自分のアイデアと資源を分かち合います。�
　ひたむきに、そして積極的に活動する120万人のロータリアンをもってすれば、ポリオ撲滅の
仕事を完遂し、保健、水保全、識字率向上に取り組むプロジェクトを遂行し、地球上の隅々にま
で平和という大義を推し進め、「ロータリーは分かちあいの心」を明確に、しかも力強く実践でき
ると私は信じています。�
� ウィルフリッド J. ウィルキンソン�

2007-08年度国際ロータリー会長�
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　第９８回国際ロータリー年次大会が米国ユタ州、ソルトレ
イクシティに於いて６月１７日より２０日にかけて開催されまし
た。�
　本会議第１日目の朝７時より、重田政信理事主催によ
る日本人朝食会が開催されました。本年は当地区の重田
理事が主催者ということもありまして、津久井ガバナーを
筆頭にして群馬からの参加者は皆、桜のマークがあしら
われた “ＲＩＤ２８４０・ＧＵＮＭＡ”のマークの入った半纏を着用し、参加者の接待に務めました。�
ウィルフリッドＪ．ウィルキンソン会長エレクトを始め、ビチャイ・ラタクル元ＲＩ会長他何人もの会長
経験者が訪れ、朝食会に華を添えて頂き盛大に開催されました。さすがロータリー大国、日本だ
なと感心致しました。�
　そして開会本会議がマリオ族歓迎の踊りで始まり、フリオ・ソルフス国際大会委員長の開会
宣言で幕を開けました。そしてプログラムの採択、国旗入場といやがうえにもムードは盛り上が
ってまいります。国際児童合唱団の歌で、世界は一つという思いが胸にジーンときます。ユタ
州の知事ジョンＭ．ハンスマン．Ｊｒさんが、四つのテストの話をベースに歓迎の挨拶を行い、我々
ロータリアンに拍手喝采を浴びておりました。ウィリアムＢ．ボイドＲＩ会長による基調講演（詳しい
内容はロータリーの友やウェブサイトでご覧頂きたいと思います）が行われ、初日の本会議が終
了致しました。大会会場の中に“友愛の家”が設営されており、そこで“信任状査証”“世界ネ
ットワーク活動グループ展示”“クラブ・地区プロジェクトの展示”等各種の催し物があり、沢山
の世界から参加の人達が交流をしております。大変楽しく過ごさせて頂きました。�
　世界年次大会に参加をして、ロータリーの深さ、楽しさ、力強さを改めて感じさせられた１週間
でした。�
“百聞は一見に如かず”我が地区のメンバーの皆様、来年のロサンゼルス国際年次大会に是
非参加をしてみて下さい。ロータリーのパワー、大きさ等色々な意味で自分自身のロータリーライ
フの参考になるのではないでしょうか。�
　以上、国際大会の報告とさせて頂きます。�

国際ロータリー第2840地区�
ガバナー　　  横 山  公 一�
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1.  今年度ＲIのテーマ「ROTARY SHARES ロータリーは分かちあいの心」を�

　 誓約しましょう。�

�

2.  ロータリー理念「奉仕の理想」の鼓吹・育成に努め、会員および組織の�

　 質的向上を図りましょう。�

�

3.  会員・クラブ・地区・RIすべての段階におけるロータリー情報を共有しましょう。�

�

4.  魅力あるクラブ作りとクラブ組織強化を推進し、各クラブ会員純増1名を�

　 達成しましょう。�

�

5.  ロータリー財団への寄付目標一人100ドルを達成しましょう。�

�

6.  米山奨学会に協力し、寄付目標一人15000円を達成しましょう。�

�

クラブ・インターネット通信担当役員（CICO）の設置継続�
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　ガバナー月信につきましては、主に次の要領で掲載して参りますので、ご協力の程何卒宜し
くお願い申し上げます。�
�
【主要事項】�
１. ガバナーからのメッセージ�
２. ガバナー補佐、地区幹事、委員会、地区副幹事からのメッセージ�
３. 当月の主要行事の案内、お知らせ�
４. クラブだより（各クラブからの原稿を掲載）�
５. 新入会員の紹介、訃報�
６. 地区出席報告（クラブ出席率の一覧）�
�
　以上のものを、インターネットホームページ上で配信して参ります。�
●出席報告の締切は、毎月７日迄です。�
　（ＩＤとパスワードは各事務局へ近日中にメールにて送信致します。）�
●原稿の締切は、ワード文書又はエクセル書式で毎月１５日迄です。�
　写真等の画像がある場合は、デジタル情報でお送り下さい。�
●新入会員の紹介、訃報のご連絡は、毎月１５日迄にお願い致します。�
　（１５日以降のご連絡分につきましては、次月号の掲載になります。）�
●月信の配信は、翌月１日に行ないます。�
●新入会員・訃報は、略歴・写真を添えて、メールにて横山ガバナー事務所�
　（yokoyama@rid2840.jp）までお送り下さい。�
●メールアドレスを登録してある会員には、ホームページが更新された時、従来通りメールにて�
　お知らせ致します。�

横山公一ガバナー事務所�
地区副幹事（月信担当）津久井　功�
ＴＥＬ：０２７８‐３０‐２８４０�
ＦＡＸ：０２７８‐３０‐２８４１�
E-mail　yokoyama@rid2840.jp�
ＨＰアドレス　http://www.rid2840.jp
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2008年�

富岡かぶら�
富　岡�

　新旧地区役員連絡会議� 　前橋マーキュリーホテル�

　ホテルアミューズ富岡�
　ホテルアミューズ富岡�
　ツインプラザ（吾妻郡学習センター）�
　高崎ビューホテル�
　未定�
　並木苑�

 ６月30日（土）�
 ７月７日（土）�

　新旧地区役員連絡会議 (津久井事務所主催)
　ガバナー・元・次期懇親会�

 ４月27日（金）�
 ６月７日（土）�

　ローターアクト年次大会�
　米山奨学会学友会総会� 　前橋ホテル�

 ２月23日（土）� 　米山奨学生終了式　奨学生歓送迎会� 　前橋ホテル�
 ４月19日（土）� 　米山カウンセラーセミナー　米山奨学生オリエンテーション�　前橋ホテル�

　群馬音楽センター�

 １月26日（土）� 　地区財団補助金審査会�

2008年�

年度�

2008年�
2008年�
2008年�
2008年�

 12月９日（日）�
 １月６日（日） 

　米山奨学学友会クリスマス会�
　第３回ガバナー諮問委員会　ＧＥ壮行会�

　前橋ホテル�
　前橋マーキュリーホテル�

 11月24日（土）・25日（日）�
 12月１日（土）�

　日本地区研修リーダーセミナー�
　地区指導者育成セミナー (深川純一先生)

　お台場　メリディアンホテル�
　前橋マーキュリーホテル�

 10月14日（日）�
 11月�

　地区大会 (佐藤千寿先生)
　ＲＡＣ海外研修 (未定)

　利根沼田文化会館�

 ９月30日（日）�
 10月６（土）・７日（日）�

　第２回ガバナー諮問委員会�
　ライラ研修会 

　前橋マーキュリーホテル�
　桐生市青少年野外活動センター�

 ８月26日（日）�
 ９月２日（日）�

　地区ロータリー財団国際親善奨学生選考会�
　地区大会記念ゴルフ大会 (主催:渋川ロータリー)

　前橋ホテル�
　伊香保国際カンツリークラブ�

 ７月28日（土）�
 ８月19日（日）�

　インターアクト年次大会�
　地区会員増強・地区新会員セミナー�

　共愛学園高等学校�
　ディラン(沼田)

　新高輪プリンスホテル�

 ５月26日（土）�
 ６月17日（日）～20日（水）�

　財団国際フェローシップ審査会�
　国際大会 (ガバナー出席) 　ソルトレイクシティ�

 ４月22日（日）～28日（土）�　規定審議会� 　シカゴ�
 ５月12日（土）� 　国際ロータリー第2840地区協議会　(田中毅先生) 　利根沼田文化会館�

 ３月24日（土）� 　会長エレクト・次期幹事研修セミナー　(ＰＥＴＳ) 　ディラン(沼田)

 １月28日（日）～２月３日（土）�　国際協議会　(ガバナー・エレクト) 　サンディエゴ�
 ３月４日（日）� 　地区チーム研修セミナー� 　前橋マーキュリーホテル�

2007年� １月11日（木）� 　米山奨学委員会セミナー� 　新高輪プリンスホテル�

開催日� 項目� 場所�
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地区行事一覧�
2007－2008年度�

2006年� 12月16 日（土）�

 １月13日（土）�
 １月14日（日）�
 １月20日（土）�

 ６月30日（土）�

 ７月８日（日）�
 ７月８日（日）�
 ７月�
 ７月21日（土）�

 ８月19日（日）�
 ８月22日（水）�
 ８月25日（土）�
�

 ９月７（金）・８日（土）�
 ９月15日（土）�
 ９月16（日）～17日（月）�

 11月21日（水）～23日（金）�
 11月21日（水）～23日（金）�

�

 １月20日（日）�
 １月13日（日）～20日（日）�

 ６月15日（日）～18日（水）��
 ６月21日（土）�
 ６月21日（土）　　�

クラブ名�

中之条�
高崎北�
館　林�
碓氷安中�

　第1回ガバナー補佐会議�

　ローターアクト年次大会�
　第１回ガバナー補佐・委員長合同会議�
　第２回ガバナー諮問委員会・ＧＥ壮行会 (津久井事務所主催)

　第３回ガバナー諮問委員会 (津久井事務所主催)

　インターアクト合同会議�
　ロータリー財団地域セミナー�
　青少年交換学生壮行会�
　第１回ガバナー諮問委員会�

　奉仕プロジェクトセミナー (関場慶博先生)
　米山指定校説明会�
　地区財団セミナー�

　第９回　日韓会議�
　米山委員長セミナー�
　ＧＥＴＳ・ガバナーエレクト研修セミナー�

　ロータリー・ゾーン研究会�
　ロータリー財団地域セミナー�

　米山奨学生審査会�
　国際協議会�

　国際大会�
　第４回ガバナー諮問委員会�

　前橋マーキュリーホテル�

　�
　前橋マーキュリーホテル�
　�

　�

　�
�

　�
　京王プラザ�
　ロイヤルチェスター前橋�

　�
　前橋マーキュリーホテル�

　ディラン(沼田)
　前橋マーキュリーホテル�
　ディラン(沼田)

　青森市�
　ディラン(沼田)
　お台場　メリディアンホテル�

　�
　お台場　メリディアンホテル�
　お台場　メリディアンホテル�

　前橋ホテル�
　サンディエゴ�
�

　�

　ロサンゼルス�　�
　前橋マーキュリーホテル�

国際ロータリー第2840地区　2007－2008年度　周年行事予定クラブ�
周年�
５�
45
40
40
50
10

開催場所�予定日�
11月11日（日）�

３月�
４月12日（土）�
４月16日（水）�
４月26日（土）�

未定��
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久保田　弘樹�
前橋中央RC

入 会 日／2007年6月13日�
職業分類／板金�
勤 務 先／（有）フォルム�
役　　職／代表取締役�
推 薦 者／福島隆志 

金井　利明�
伊勢崎中央RC

入 会 日／2007年5月31日�
職業分類／ 精密金属�
勤 務 先／（株）金井精機�
役　　職／常務�
推 薦 者／泉　哲雄　小野岳彦�

細谷　正弘�
前橋中央RC

入 会 日／2007年6月1日�
職業分類／冠婚葬祭�
勤 務 先／（株）メモリード�
役　　職／監査役�
推 薦 者／高嶺寧規�

渡辺　昌子�
前橋中央RC

入 会 日／2007年6月13日�
職業分類／美容院�
勤 務 先／（有）サロンド・セーヌ�
役　　職／常務取締役�
推 薦 者／井上芙美子�

中島　次夫�
前橋中央RC

入 会 日／2007年6月13日�
職業分類／保険�
勤 務 先／ソニー生命（株）群馬支社�
役　　職／営業所長�
推 薦 者／宮下隆志�

本木　正己�
前橋RC

入 会 日／200７年5月22日�
職業分類／移動電気通信�
勤 務 先／（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ�
役　　職／群馬支店長�
推 薦 者／前田　勇�

富澤　克範�
前橋RC

入 会 日／200７年5月22日�
職業分類／冷暖房工事�
勤 務 先／（株）ヤマト�
役　　職／専務取締役�
推 薦 者／堤　公男�

吉井　賢一�
前橋北RC

入 会 日／2007年5月21日�
職業分類／生命保険代理業�
勤 務 先／（株）フォーサム�
役　　職／専務取締役�
推 薦 者／林　哲也�

�

菅田　秀樹�
碓氷安中RC

入 会 日／2007年3月2日�
職業分類／不動産業�
勤 務 先／（株）エス・コーポレーション�
役　　職／営業部長�
推 薦 者／櫻井幹壽�
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飯塚医院　院長�
　　　2007年6月6日　逝去（享年　91歳）�
1967年1２月7日　入会�
　　　�
米山功労者　　　　　　　　　　  12回�
マルチプル･ポールハリス･フェロー　　４回�

（太田ＲＣ）�

飯塚　寿人�

謹んでお悔やみ申し上げます�
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　本企画は、地区内ロータリークラブに最新の正しい「ロータリー情報」を伝達するとともに、各
クラブ会員にロータリーの理念と実践に関する認識を深めていただくために、「ロータリー情報」
の各個別テーマに造詣の深い地区指導者を各クラブ（または分区・グループ単位）の要請に
応じて派遣する、地区のクラブに対するサービスです。魅力的なクラブづくりにご活用いただけ
れば幸いです。�
�
【運営手順】�
1. クラブは下記サービス・メニューの中から希望のものを「卓話・研修出前サービス講師派遣依�
　頼申込書」にて1か月前までに申し込む。�
2. 管理運営委員会は、依頼内容に相応しい講師を選定し日程調整をして、ガバナー決裁の後、
　各クラブに通知する。�
3. 講師謝礼（交通費として）は、一律2,000円とし、依頼クラブが負担する。�
　（派遣講師に直接お渡しください）�
4. 本サービスは７月１日より開始します。本サービスの事務局は管理運営委員会です。�
�
【サービス・メニュー】�
1． ロータリー・カレンダーによる強調月間の卓話講師派遣�

　 テーマ該当地区委員長（または委員・カウンセラー、米山奨学会は、理事・評議員も）が対応する。�
2． 「職業奉仕」「ロータリー理念」の卓話講師派遣�

　 地区研修委員会委員（PG）中心に対応する。�
3． 個々の奉仕プロジェクトの卓話講師派遣�

　 各奉仕プロジェクト委員会委員長が対応する。�
4． クラブ個別CLP導入ガイダンス�

　 管理運営委員会が対応する。�
5． その他　クラブのニーズによる依頼�

�
＊「卓話・研修出前サービス　講師派遣依頼申込書」のフォーマットと、派遣可能講師の詳細は、
　地区ホームページ（横山ガバナー年度）に掲載します。�

ガバナー　　　　  横山　公一�
管理運営委員長　本田　博己�
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　2007年6月9日（土）太田ナウリゾートホテルにて2007-08年度のロータリー財団国際親善奨学
生のオリエンテーションが開催されました。津久井ガバナ－他10名の関連委員とアドバイザ－と
して学友会メンバ－の下川原 敬（2005～06年度GSEドイツ）と金子朋美（2003年フランス）の
お二方が出席。ロ－タリ－及びロ－タリ－財団の知識と親善大使としての役割と注意事項を
説明、理解を求めました。�
�
【2007-08年度　ロータリー財団国際親善奨学生3名】�

川島 寛子（１年）前橋東RC　　言語学 　  　ミシガン大学�
澤田 梨紗（１年）伊勢崎東RC　国際経済学　ヒュ－ロン大学�
小澤 京子（２年）前橋RC　　　美術史   　　ブルゴ－ニュ大学�
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　2006-2007年度米山奨学生学友会総会が、2007年6月9日（土）太田ナウリゾートホテルにて
開催されました。�
ロータリアン11名、米山奨学生12名、米山学友会生9名の総勢３２名の出席を頂き、午後２時に
長谷川地区幹事の開会で始まりました。津久井ガバナー、富田米山奨学委員長、高木理事、
曽我評議員より激励の挨拶の後、大路学友会会長が議長となり審議を行ない、2006年活動
報告・収支決算、2007年度活動計画等、満場一致で承認され豊泉委員の閉会で総会が終了
致しました。�
　5分間の休憩の後、横山ガバナーエレクトによる乾杯で懇親会がスタートしました。懇親会で
は3年間米山委員長を務められた富田委員長へ花束が贈られました。その後、奨学生より自
己紹介を兼ねてスピーチを頂き、短時間ではありましたがロータリアンと奨学生・学友会生の懇
親が深められ、野辺次年度米山委員長より閉会の挨拶で、無事終了致しました。�

地区副幹事　　岡田　和夫�

総会の様子� 津久井ガバナー挨拶�

横山ガバナーエレクト乾杯挨拶�

富田米山委員長へ花束贈呈�

奨学生一人ずつスピーチ�

次年度野辺米山委員長�
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　横山ガバナーのご理解を頂き、今年度はガバナー月信にローターアクトのページを毎号設け
させて頂くことになりました。このガバナー月信のページを通じて、一人でも多くのロータリアンの
皆様にローターアクトについて知って頂きたいと存じます。�
　今月号は、ローターアクトの目的と県内のクラブについて紹介させて頂きます。毎月当地区の
ローターアクトクラブの活動などを掲載し、紹介させて頂きたいと考えておりますので、一年間何
卒よろしくお願い申し上げます。�

　私たちは社会奉仕・国際奉仕・専門知識の開発などの具体的な活動を通じ、一から
企画・運営することによって指導力や自己能力の開発を目指す、18才から30才までの
青年男女で構成される奉仕団体です。世界中のロータリークラブがローターアクトを提唱
しており、現在世界には約150カ国、14万人以上のローターアクト会員が活動をしています。�
達成感を感じ仲間全員で感動できるまでの過程を大切に、そして、地域社会におけるリ
ーダーとしての能力を開発する事を目的として、毎年テーマをもって計画的に活動を行
っています。�
　2007年7月現在、2840地区では、11のロータリークラブがローターアクトクラブを提
唱しており、11クラブ約50人のアクターが活動を展開しています。�

国際ロータリー第２８４０地区�
地区ローターアクト代表　小林 朱里�

　青年男女が個々の能力開発にあたって役立つ知識や技能を高め、それぞれの地域
社会における物質的、社会的なニーズと取り組み、様々な活動を通じて仲間と親睦を深
め合うことを目的としています。�

Fellowships Through Service 『奉仕を通じての親睦』�

　ローターアクトには、必ずこの活動をしなければいけないというルールはありません。�
　ローターアクトに所属する会員一人一人が、自分達で学び、考え、地域社会に根差した奉仕
活動を展開しながら、個々の能力を開発し指導者としての資質を養っています。また若い世代
の人間が切磋琢磨しあいながら親睦を深め、一生を通じて付き合える仲間という財産を増やし
ています。�
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　　　クラブ名　　　　　　　提唱ＲＣ　　　主な活動内容�
前橋ローターアクトクラブ　　　前橋ＲＣ　　　献血支援・使用済切手収集・児童擁護施設交流�
前橋南ローターアクトクラブ　　前橋南ＲＣ　　ＫＯＳプロジェクト支援・献血支援�
桐生ローターアクトクラブ　　　桐生ＲＣ　　　渡良瀬川清掃・桐生第一IAC合同活動�
桐生西ローターアクトクラブ　　桐生西ＲＣ　　地元清掃活動�
伊勢崎ローターアクトクラブ　　伊勢崎ＲＣ　　車椅子バスケ支援・アルミ缶収集・清掃活動�
高崎北ローターアクトクラブ　　高崎北ＲＣ　　清掃活動�
太田ローターアクトクラブ　　　太田ＲＣ　　　金山清掃・チャリティーバザー�
渋川ローターアクトクラブ　　　渋川ＲＣ　　　児童擁護施設整備・駅前清掃・公園噴水清掃�
沼田ローターアクトクラブ　　　沼田ＲＣ　　　チャリティーバザー・老人ホーム訪問�
藤岡ローターアクトクラブ　　　藤岡ＲＣ　　　ららん藤岡周辺清掃・ＲＣ交流活動�
富岡ローターアクトクラブ　　　富岡ＲＣ　　　富岡製糸世界遺産推進活動・地元奉仕活動�

★上記で紹介した主な奉仕活動に加え、ローターアクトクラブは例会を毎月２回行っています。�
各クラブともに、社会奉仕・国際奉仕・専門知識開発などの各委員会が中心となって様々な内
容の例会を行っています。��
★例会時間は夜7時半～8時半となっております。�
メイクができますので、ぜひロータリアンの皆様もローターアクトの例会に足を運んでみてください。
各クラブの例会実施日と例会内容は次号にて紹介させて頂きます。�
ロータリー家族の一員である、ローターアクターと交流をもってみませんか？�
たくさんのロータリアンの皆様のご参加をお待ちしております。��
★どのクラブにおいても、会員減少が続いております。�
18～30歳の方でしたら、どなたでもローターアクトに入会ができます。�
身近に18～30歳の方がいらっしゃいましたら、ローターアクトにご紹介ください。�

今年度は、地区ローターアクト代表が、少しでも多くのロータリアンの方にアクトについて知
ってもらいたいと思い、ローターアクトについての卓話をさせて頂きたいと考えております。�
新世代奉仕月間などに限らず、ロータリークラブからの依頼があれば、いつでも例会に参加
させて頂き、ローターアクトについて（目的や活動内容、現状についてなど）お話をさせて頂
きたいと存じます。アクトを提唱していないクラブでも、お気軽にお声がけください。�
何卒よろしくお願い申し上げます。�

●ローターアクトに関するご意見・ご質問・会員紹介などは…�
　地区ローターアクト代表　小林　syuri_onepiece@ybb.ne.jp　までお願いします。�
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様
の資料室です。�
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、1万9千余点を収集・整備し、皆
様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先
のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。�
文献資料の電子化を進めており、資料ＰＤＦ閲覧の項目を追加しました。文庫通信もＰＤＦで
閲覧できます。ＰＤＦにアクセスしていただきますと、文献資料をパソコン画面に取り出すことが
できます。�
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以
下資料のご紹介を致します。�

ロータリー文庫�
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-3　ａｂｃ会館７階TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506�
開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日�
http://www.rotary-bunko.gr.jp

先輩のロータリー観�

 「戦前の日本ロータリー」　直木太一郎　関西ロータリー研究会�

 「温故知新－ロータリーの今昔」　遠藤健三　D.263

 「佐々木孝三郎遺稿集（別刷）」　佐々木統一郎�

 「常に心に四つのテストを」　富久力松 他　大阪R.C.

 「職業奉仕の研究」　前原勝樹�

 「職業奉仕の勘どころ」　秦 孝治郎　D.366

 「綱領の中の「奉仕」についての研究」　山下静雄�

 「火種はみんな持っている（抄）」　松本兼二郎　八幡西R.C.
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